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脳血管撮影像を読影す石と言うことは， レントゲン写真それ自身を読みとると
同時に，それが意味しているところの生理学的，解剖学的な理解がなされなけれ
ばならない。従来，血管系の変化や循環動態の把握による種々の頭蓋内病変の診
断には，寧ろ動脈系に主眼がおかれ，静脈系は特殊な場合を除いて無視されてき
たと言っても過言ではない。しかし，実際には動脈はしばしば脳実質から離れて
走っており，他方静脈はよくその表面を走行している。特に脳幹レベルではその
傾向が強い。また小脳橋角部，小脳虫部，脳幹等では診断上利用できる動脈は少
なく静脈の方がより有用である。静脈は動脈に比して機械的圧迫に対する抵抗性
が弱く，容易に且つ早期に変位を来たし，また動脈硬化を起すこともないため血
管の延長や変形も起らない。これらのことから後頭蓋寵疾患の診断には静脈系の
読影が極めて重要で、あるといえる。
歴史的には後頭蓋簡に於ける静脈系の解剖学的位置と種々の病変との相関関係
についての研究は比較的新しい。文献上は1950年に GomezOliveirosが後頭蓋
寵静脈系の総括的研究を行ったのが最初であるが，臨床的に広く注目され始めた
のは1965年以後 Huangにより一連の椎骨動脈撮影に於ける静脈像の詳細な研究
がなされてからである。本書の著者である Wackenheim，Braunらも1968年以
来数多くの研究を発表している。 
Huangは後頭蓋寵の静脈系を superiorgroup，anterior group， posterior 
groupの3群に分類した。しかし著者らは，この分類は hazardousで日常の神
経放射線学的立場からの要求を充分には満たしていないとの考えから，本書では 
Huang と異った解剖学的，生理学的観点に立ち，後頭蓋寵の静脈系を1. 
The basal veins and their tributaries 2. The superior and inferior vermian 
veins 3. The precentral vein 4. The peduncular and pontine veins 5. 
The superior petrosal veins and their tributariesの5つの部分に分け，先
づこれらの各々について概説を加えている。 NonnalFindingsの項ではそれら
を構成している各分枝の正常像， variationおよび臨床上有用ないくつかの lan-
dmarkを多数の静脈撮影像，標本写真あるいはシェーマ等で、分り易く解説してい
る。次いで、 PathologicFindingsの項で種々の疾患(hydrocephalus，herniation， 
tumor，ect.)によるこれら静脈系の変化を，実際の静脈撮影像を中心にして具体
的に説明している。 
CTの出現によって頭蓋内疾患の診断に画期的進歩と発展がもたらされたこと
は事実である。しかしながら CTも後頭蓋寵特に脳幹部の病変を， その周囲骨
組織との位置関係から必ずしも充分に描出できるとは限らず，未だ血管撮影がそ
の診断上に占める位置は極めて大きい。殊に血管障害を疑った場合には血管撮影
は不可欠であり，腫療等の占拠性病変でもその病理学的本態や周囲脳組織との位
置関係あるいはそれらの変位や変形を詳細に知る上で必須である。そしてこの意
味での静脈像の読影の重要性は先に述べたとうりである。
本書はどちらかと言えば，学生あるいは全くの freshman 向きの入門書と言
うよりは，脳神経疾患を扱う神経放射線科医，脳神経外科医，神経内科医および
小児神経専門医向けの専門書的色彩が濃い。系統立った後頭蓋寵の静脈系に関す
る成書の未だ少ない今日，この本はその点を補ってくれる貴重な一冊と言えるで
あろう。
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